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コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
の
鬱
屈
に
悩
ま
さ
れ
、
も
う
限
界
と
、
時
折
自
然
の
中
に
呼
吸
の
自
由
を

求
め
、
夫
婦
で
出
か
け
る
。 

 

早
春
に
楽
し
ん
だ
府
中
の
梅
園
は
六
月
の
ア
ジ
サ
イ
が
良
い
と
聞
き
、
訪
れ
る
と
、
梅
園
脇
の
広

大
な
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
様
の
原
が
い
ま
七
変
化
達
の
大
群
落
に
変
貌
し
て
い
た
。
見
渡
す
限
り
白
色

の
ア
ジ
サ
イ
の
植
栽
を
山
法
師
が
上
か
ら
取
り
囲
み
、
白
の
世
界
を
堪
能
す
る
。
帰
り
際
に
出
口
の

叩
き
に
置
か
れ
た
一
鉢
の
花
に
目
が
留
ま
る
。 

 

す
っ
く
と
立
っ
た
人
の
背
丈
を
超
え
る
茎
を
取
り
巻
く
無
数
の
鞘
状
の
花
房
は
ピ
ン
ク
の
グ
ラ
デ

ー
シ
ョ
ン
を
成
し
、
そ
の
下
に
白
い
花
び
ら
が
の
ぞ
く
。
根
元
に
は
美
し
い
葉
が
茂
る
。
鉢
に
立
て

か
け
た
黒
板
に
は
、
御
覧
じ
ろ
と
ば
か
り
、
白
墨
で
「
ア
カ
ン
サ
ス
」
と
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
国
花

と
聞
け
ば
、
な
る
ほ
ど
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
風
美
人
の
雰
囲
気
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
言
わ
れ
を
辿
る
。

光
と
芸
術
の
神
ア
ポ
ロ
は
美
し
い
ニ
ン
フ
、
ア
カ
ン
サ
ス
を
見
初
め
る
。
振
り
向
か
な
い
乙
女
に
ア

ポ
ロ
は
少
々
品
性
を
欠
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕
掛
け
る
の
だ
が
、
負
け
て
い
な
い
ア
カ
ン
サ
ス
は
、

ア
ポ
ロ
の
顔
に
爪
を
立
て
、
最
高
位
級
の
神
の
「
愛
」
を
拒
絶
す
る
。
ア
ポ
ロ
の
怒
り
と
復
讐
が
ア

カ
ン
サ
ス
を
植
物
に
変
え
て
し
ま
う
。 

 
 

 

中
学
生
の
頃
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
円
柱
に
関
し
、
ド
ー
リ
ア
式
、
イ
オ
ニ
ア
式
、
コ
リ
ン
ト
式
の

様
式
名
を
学
ん
だ
。
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉
の
美
し
さ
を
図
案
化
し
た
コ
リ
ン
ト
式
は
、
紀
元
前
五
世
紀

前
半
の
建
築
家
で
彫
刻
家
の
ク
ロ
マ
チ
ュ
ウ
ス
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
。
後
年
古
代
ロ
ー
マ
の
作
家
ウ

ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
が
解
説
す
る
。 

 
 

 

冬
の
あ
る
日
、
コ
リ
ン
ト
で
ひ
と
り
の
若
い
女
性
が
病
死
し
た
。
棺
は
墓
地
に
運
ば
れ
地
上
に
安

置
さ
れ
大
理
石
の
タ
イ
ル
が
乗
せ
ら
れ
た
。
翌
春
、
棺
の
下
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
根
か
ら
花
茎
が
棺
の

重
さ
で
斜
め
に
伸
び
変
形
す
る
。
情
景
を
偶
然
捉
え
て
天
才
的
な
芸
術
性
を
発
揮
し
た
の
が
ク
ロ
マ

チ
ュ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
は
そ
の
著
書
「
建
築
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
様
式
美
を

創
造
し
た
ク
ロ
マ
チ
ュ
ウ
ス
こ
そ
、
紀
元
前
二
十
七
世
紀
に
エ
ジ
プ
ト
最
古
の
、
サ
ッ
カ
ラ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
建
設
し
た
イ
ム
ホ
テ
ッ
プ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
芸
術
家
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。 

 
 


